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ワ
ー クシ ョ ツ プ

WS 　I ・II　 2007 年 6 月30 日 （土 ）　 16 ： 00 〜 18 ： 00

　WSI ［　　　　 7 月 1 日 （土） 13 ：00〜 15 ：00

　
“

ワ
ークシ ョ ッ プ

”
とは ，講義の よ うな

一
方的

な知識伝達の ス タイ ル とは異な り， 参加者が 自ら

活動 しグル ープの 中で 関わ り合 うこ とを通 して
，

何か を学び新た な気づ きを得 る 「双方向的 な学び

と創造の ス タイ ル 」 で あ る。

　ワ
ーク シ ョ ッ プが大会 の 企画 として位置づ けら

れた の は ，本大会が初め て で ある。今回は ，ワ ー

クシ ョ ッ プ 1 お よ び ワ
ー

ク シ ョ ッ プ II （6 月 30

日開催），ワ
ー

ク シ ョ ッ プIII（7 月 1 日開催）の

3 つ の 異 なるテ
ー

マ に よる ワ
ークシ ョ ッ プが 開催

された。2 凵問に渡 っ て 開催されたた め
， 複数 の

ワ ーク シ ョ ッ プ へ の 参加が 可能 とな り，延 べ 数 で

116名が 参加型 の 学 びの ス タイ ル を実体験 す る こ

とが で きた。次 に ，各 ワ ーク シ ョ ッ プの概要 を報

告す る。　　　　　 （堀内か お る　横浜国立大学〉

ワ
ークシ ョ ッ プ 16 月30 日（t ）16 ： 00 〜 18 ： 00

フ
ードマ イレージを利用 した食育　　参加 者64名

講師 ： 中田哲也 氏 （元農林水産省政策研究所 ，現

　　　九州農政局消費安全 部消費生 活課課長）

1 ．ね ら い

　 「食 と環境」 は家庭科教育 ・食教 育に と っ て 重

要な新 しい 課題で あ る。

　WSI で は，輸送距離が環境に 与 え る負荷を定量

的 に 把握す る こ と等 を 目的開発 され た指標 フ
ー ド

マ イ レ
ージの 開発者で ある 中田哲也氏を講師 に迎

え，フ
ー ドマ イレ ージ の考 え方 を学び ， 算 出方法

の 演習 と家庭 科の 授業 へ の 適用 に つ い て グル ープ

ワ
ー

クを通 して 検討す る こ とをね ら い とした 。

2 ．フ
ー

ドマ イ レ
ージ と食育

一
授業 へ の応用可能

　性 につ い て
一

（中田晢也氏講演の 概要）

（1）私 たち の
「食」 の 変化は，私たち の 生活や社 会に

　　どのような影響を及ぼ して い るか

　口本人 の 食生活は 高度経済成長 以降 ， 大 き く変

化 して きた 。そ の結果 ， 健康 の 問題 地域の 農業

や 食料供 給の 面の 問題，食生活の 問題等が生 じ ，

そ れ に 対 して 食 育 の 様々 な 取 り組 み が され て い

る。 しか し ， 地球環境の 問題は あ ま り意識され て

い な い 。

　地 球環境
・資源 へ の 負荷 とし て   土地 の 問題

（輸人農産物生 産 に必 要 な海外の 作付 け面積 は 国

内耕地面積の約2．5倍），   水の 問題 （仮想投入水

総輸入景 640億m3 ／年 ， 凵本国内年間灌漑用水使

用量 590億m ソ 年），   地球温暖化の 問題が あ る。

1997年の 京都議定書 の CO 、削減 同標には，国際間

の 輸出入 に伴 うCO2 は含 まれ て い な い 。こ こ に注

目 した の が フ
ー ドマ イ レ ージ で あ る。
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（2）「フードマ イ レー
ジ」 とは

　 特色 は，食料の供給構造 を物量 とその 輸送距離

に よ り把握で きる こ とで あ る 。   食 の 安定供給，

安 全性 の 確保 （ト レ
ー

サ ビ リテ ィ ）の 指標 ，  
厂食」 と 「農 」 の 間 の 距離の 計測 ，   食料の 輸入が

地球環境 に与 える負荷の 把握が で きる。ちなみ に

食料 自給率は 距離の 概念を含ん で い な い 。

　 イ ギ リス で は
， Food　Miles （食 料の 量 x 輸送

距離）を意識 し， なる べ く地域 内で 生 産 され た食

料を消費する こ とに よ り環境負荷 を低減 させ て い

こ うとい う市民運動が あ り，ス
ーパ ーの 食品 に は

輸送距離が表示 され て い る 。

　
「
フ
ー

ドマ イ レ
ージ 」 は こ れ を参考 に

， 輸入食料

の 輸入 の 過 程 に 着 H （輸入 国 内の 輸送 は 考慮 せ

ず ），
い くっ か の 前提 ・仮定 を設 け統計 を 用 い て

計測 し ， 各国間比較 を可能 に した も の で あ る 。

（3）フ
ード マ イ レージ の 概念 と 計測方法

　 1）概念，計算式

　 輸 入柑 壬国別 の輸入 量 に輸送 距離 を掛 け合 わ

せ，累積 した もので ある。

　 フ
ー

ドマ イレ ージ ； Σ Σ （Qj，
k × Dj）

　　Qj，k＝輸出国 jか らの 食料 k の 輸 入 量

　　 Dj 一輸出国jか ら輸入 国 ま で の 輸送距離

　　　単位 ； t・km （トン ・キ ロ メ
ー

トル ）

　 2）具体的な計測方法

　   対象国 お よび使用 したデ ータ

・対象国 ： 日本，韓国，ア メ リカ ， イ ギ リス ，フ

　 ラ ン ス
， ドイ ツ／対象年次 ； 2001年 （暦年）

日本 ：財務省 厂
貿易統計」

諸外国　Global　Trade 工ntbrmation 　 Service社

　　　
“

World　Trade　Atlas 
”

（CD −Ro皿 版）

　  「食料」 の 範囲 と輸入量

　HS 条約品 目表 4 桁 べ 一
ス （項）で ， 主 に食料

として 消費 されて い る とみ られ る 項を対象 と し ，

直接 に は 人 間の 口 に は 入 らな い 飼料用穀物や油糧

種子 も食料 として 計測の 対象 に し，物量 べ 一ス に

換算 し輸入 相手 国別に集計 した。

　   一1 輸入相手国

　 貿易統計 に表章され て い る全て の 国 ・地域で
，

我が 国に お い て は226 国 ・地域で ある 。

　   一2　輸送距 離 ：下記に仮定す る。
・輸入国 ：全て 首都近郊の 港 に水揚 げ
・輸出港〜輸入港 ：海上輸送 （途中他 に寄港せ ず）
・輸 出国 ：代表港か ら輸 出

・輸 出国内の 輸送 （産地 〜 輸出港）： 当該国 の 首

　 都 〜 輸出港 との 問の 直線距離

　
「輸 入食 料に 係 る フ ー ドマ イ レ ー

ジ の 比較 （品

日別）」 （略）で は，外国 と比較 して 日本の 数値 は

　番 大 きい 。「1 人 当た りフ
ー ドマ イ レ

ー
ジ の 比

較 （輸入 相手国別 ）」 （略） も凵本は
一

番大 き い 。

目 本 の 食料 輸 人 は
， 輸入 量 も多 い が ， 長距 離 を輸

送 して 輸人 され る と い うの が特徴で ある。

　 3）輸入食料の輸送に伴う環境負荷 の試算

　   国内に お ける食料輸送に 伴 うCO 、排出量は 約

9 百万 t 位 ，   我 が 国の 食料輸入 に 伴 うCO ，排 出

量 は 16，9百万 tで ，  ／  ＝・1．87倍で ある。

（4 ）解決の ヒ ン ト？　
一

い くつ かの事例
一

　解決の ヒ ン トと して ，下記 の よ うな例で の フ
ー

ドマ イ レ
ージの 比較 ・試算結果が示 され た 。

・埼玉県 A 市立B 中学校 「給食 の 米J に つ い て 地産

　地 消 と仮に 市場流通 に ゆだ ね た 場合

・産 山村 「さわやか ビ ー
フ 」 地 元の 飼料の み と，

　輸入 とうもろ こ し場合の 比較
・

い ちご ： 地元産 と輸入品 （空輸）の 比較
・熊本県の 地産地消弁当 ：市場流通に 委ね た場合

　／ rii場 で 国産食材 を選んで 調達 ／全て 熊本県食

　材

（5）残された論点

　1）輸送機関 による環境負荷の 違 い

　二 酸化炭 素排出係数 （g ・CO 、／t・km ）は ， ト

ラ ッ ク 180
， 鉄道 22，内航船舶 40 ， 外航船舶 コ ン

テ ナ 21，航空1461
， と輸送機関 に よ り異 なる。
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　2）フ
ードマ イレージは輸送に限定 した指標で ，生

　産面や販売面 の 環境負荷は考慮され て い な い

　粗放生産の 穀物を船で 輸入すれば
， 国内で 集約

的に生産する よ り， 環境負荷は 小 さ くな る可能性

が あ る。

　3）問題は食料だけで は な い

　我が 国の輸入量 の うち食料 は 7 ％ で ，「グ ッ ズ ・

マ イ レ ージ 」 と い う指標 の 必要性。それ で も，食

料 は 国内資源 を活用 して 増産が可能で あ る。

（6）フ ードマ イ レージを試算 して みよう ！

　 「表 L 輸入品の 輸送距離 （輸入 国〜代々木）」

「
表2．国 内の輸送 距離」 （本稿で は 表 は省略） を

用 い て
「代々 木定食 」 の フ ー ドマ イ レ

ー
ジ と，二

酸化炭素排出量 の 試算方法を ，産地 を輸入 と遠距

離 ， 近県に 設定 して 説明 。

　地域で ， 地元産 の 食材 を使 っ た 加 工 食品 づ く

り，農家民宿，農家 レ ス トラ ン な ど ， 昔か ら行 わ

れ て い る 活動 は地 産 地 消で あ り，持続 口∫能性 の 高

い 活動で あ る。解決 の ヒ ン トは足元 に あ る こ とを

実感 して い る。

3． フ ー ドマ イ レ
ー

ジの計算 （グル
ープ ワ

ー
ク）

　学ん だ こ とを基 に
， 実際 の 献立 で 計算 した 。 献

立 は，学校給食 ， 家庭科の 教科書の 献立 を用 い ，

生産地 は実際の表示やス ーパ ーの 商品表示 を用 い

た 。同
一
愀 立 で

， 国産 と輸入 品 を用 い た 場合 を用

意 した t／グル ープ ご とに計算 し，川 意 した 献 立表

に 数値 を記入 して 掲示 し，各献立 ・産地 に よる違

い を確認 した 。

4．フ
ードマ イ レージ関連実践 ・資料の紹介

　 授業実践の 紹介，中田氏の 論文 ， 関連書籍 ・雑

誌の 紹介 ，イ ン タ
ー

ネ ッ ト上の使 えるサ イ ト （大

地 を守 る会 フ
ー

ドマ イ レ
ージキ ャ ン ペ ー

ン
， 国内

輸 送距 離が わ か る
「
ル

ー ト検索 」 等 ）の 紹介 を

行 っ た 。各献立の 特 微 を発表 して もらい ，授業で

は どの ように行え るか をグル ープ討議 して も ら う

予定だ っ た が ， 時間不足の た め，司会に よる ま と

め と紹介に した 。（野 田知子 　東京学芸大学 （非））

ワークシ ョ ッ プ II　 6 月30 日（土）16 ： 00 〜 18 ：00

幼児とう まく関わる技を磨 く　　　 参加者31名

講師 ： 井 口 眞美氏 （東京学芸大学附属幼稚園竹早

　　　園舎教諭）

1．ね ら い

　本 ワ
ーク シ ョ ッ プ の ね らい は，保育体験学習で

幼児 と関 わる こ と に戸惑 う生 徒た ち に役立 っ よ う

な，関 わ る き っ か け となる技 を磨 く こ とに あ っ

た。講師に は
， 中学生 との 保育体験学習 を何度 も

経験な さ っ て い る幼稚園教諭の 井 口氏をお願 い し

た 。井 凵 氏は ，幼児側 に と っ て も保育体験学習が

実 り多い 場 となる こ とで ，受ち 11げ花火的な交流

で は な く， 互恵性が あ り，継続的，持続的な 交流

とな る と述べ られ た。

　本 ワ ーク シ ョ ッ プで は，関わ る技 と して 製作物

を取 り上 げた。 こ こ で 紹介 す る製 作物 は，中学生

が おみや げ として 持 っ て くるもの で は な く，幼児

と関わ るき っ か け に なる た め に 役立 つ もの ，あ る

い は ，幼 児が そ こ か ら学 べ る よ うな もの だ n 以

下，ワ
ー

ク シ ョ ッ プの 流 れに沿 っ て ，その 様 了を

紹介 して い く。

2 ．保育体験学習の 様子

　 東京学芸大学附属竹 早中学校 と の保 育体験学習

の様子 を ビデオ で 視聴 した。中学生が 紙芝居 を読

γ
……眺 ；蔽欝 マ　　　 、」騨 灘

・
嚀 罫i罪 ：

く
r
『…tttt脳

琴 筆
聯
ttt
　

tt一溜 灘 ：：灘 1毒…藤 ≡臘 購
’
窪

213

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


